 東京女子医科大学看護学会第22回学術集会
ご寄付のお願い
謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は本学会の活動に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

この度、東京女子医科大学看護学会第22回学術集会を「チームを育む対話力―伝える、聴ける、共に歩む」をメインテーマとして開催する運びとなりました。医療・看護の現場では、「伝えること」や「聴くこと」が想像以上に難しい場面が少なくありません。上司がパワハラを懸念して注意を控えたり、部下の思いを十分に聴かないまま物事が進んでしまうことがあります。一方で、部下の側も「どうせ伝わらない」と諦めて、自らの考えを口にしないまま終わってしまうこともあります。こうしたすれ違いは、誤解や不信感を生み、チームの信頼関係や成長を損なう要因となり得ます。だからこそ今、私たちに求められるのは、思いをあきらめずに伝える力、そして相手の思いを丁寧に聴く力。この両方を育てる「対話力」こそが、信頼に基づいてチームを育み、共に前へ進む力になると私たちは考えます。
本学術集会では、対話力を多角的に深める機会として、基調講演では、NHKでの医療報道をはじめ、医療コミュニケーションをテーマに幅広く活動されている市川衛氏より、「「対話の質を高めるポイント」についてお話を伺います。特別講演では、星城大学大学院医療安全管理学・北野達也氏より、Non-Technical Skills強化手法「KIT-Works」の活用を通じて、対話力の実践的な育成についてご講演いただきます。このほかにも、ランチョンセミナーやシンポジウムなど、学びと交流を深める多彩な企画をご用意しております。

つきましては、本学術集会の開催にあたり、抄録集に貴社（貴団体）のお名前を掲載させていただきたく存じます。なお、抄録集は学術集会ホームページにも公開され、広く参加者にご覧いただける予定です。

今回の集会は、対面開催に加え、Webレイアウト制作などを含めた運営を予定しており、広告協賛費として総額約30万円を見込んでおります。つきましては、本学術集会の趣旨にご理解を賜り、ぜひご協賛のご支援をお願い申し上げます。

ご支援いただきました協賛費は、学術的活動の推進と参加者の教育的支援に活用いたします。何卒ご高配を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
謹白
東京女子医科大学看護学会第22回学術集会
大会長　町田　貴絵
記

日　　時：2026年10月3日（土）　9:00～17:00（予定）　　
大会長　：東京女子医科大学看護学部　教授　町田　貴絵
金　　額：1口5千円（1口以上でお願いできれば幸甚でございます）
 お申込方法：同封の寄付申込書の必要事項にご記入の上、2026年7月31日（金）までに送信願います。寄付金申込書を受け取り次第、担当の森・飛澤よりメールでご連絡さし上げます。
払込方法：三菱UFJ銀行　東京女子医大出張所　（普通）0065634

東京女子医科大学看護学会学術集会 大会長 町田　貴絵
　
　※　ご不明な点は、下記の連絡先までご一報いただけると幸いでございます。
＜連絡先＞　東京女子医科大学看護学会第22回学術集会　担当  飛澤　史子・森　舞
渉外　E-mail：nrc-22.cd@twmu.ac.jp
【申し込み方法】

この度はご検討いただき誠にありがとうございます。
2026年7月31日（金）までに寄付金申込書をご記入いただきPDFメール添付でご返信にて、申込みをお願いします。
　＜送付先＞　東京女子医科大学看護学会第22回学術集会　担当  飛澤　史子・森　愛
渉外　E-mail：nrc-22.cd@twmu.ac.jp
寄付金申込書

　2026年　　　月　　　日

東京女子医科大学看護学会第22回学術集会

大会長　　町田　貴絵
寄付お申込者

御芳名及び法人名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当者御芳名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
御住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-Mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東京女子医科大学看護学会第22回学術集会への寄付を下記のとおり申し込みます。

記

1. 申し込み口数　　　　               　　　　口　（　1口　5千円　）

2. 金額　　　　　　　　　　　　　　            　　円
3. その他連絡事項

4. 必要書類にチェック、必要事項をご記入ください。

□　請求書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宛
□　領収書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宛
□　すべて不要

5. その他連絡事項
